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『気管支拡張症 見逃されてきた
コモンディジーズ』

気管支拡張症の臨床症状と増悪



CareNet.comからのご視聴方法

https://www.carenet.com/insmed_260724にアクセスしてくださいURL

satoru.aizawa@insmed.com

CareNet.com会員以外の医師、医師以外の医療従事者の方のご視聴方法

yukako.yamaga@insmed.comまでメールにて開催日前日
までにご連絡をお願いします。その後、視聴URLをご連絡
させていただきます。メールにてご提供いただいた個人情
報は、インスメッド合同会社のホームページ記載の「プラ
イバシーポリシー」（https://insmed.jp/privacy/）に則っ
た目的にのみ利用させていただきます。

気管支拡張症は、かつて結核後遺症や小児感染症の名残として捉えられ、どち
らかといえば稀な疾患という印象が持たれてきた。しかし高分解能CTの普及と
画像読影機会の増加により、本症が日常診療において決して稀ではなく、慢性
咳嗽・喀痰・反復性気道感染を呈する患者の背景に潜むコモンディジーズであ
ることが明らかになりつつある。特に高齢化の進行と非結核性抗酸菌症の増加
を背景に、わが国における気管支拡張症の臨床的重要性は年々高まっている。
一方で、本症はCOPDや喘息と症状が重複し、しばしば見逃されあるいは誤分
類されてきた。診断の遅れは増悪の反復、肺機能低下、QOL悪化を招き、予後
にも影響する。本講演では、気管支拡張症の疫学と病態のコモンディジーズと
しての側面を再認識し、最新エビデンスを整理する。日常診療で本症を拾い上
げる視点を共有し、適切な評価と介入につなげる契機としたい。
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